
 

11 月 23 日（土） 13:10～15:30 

名古屋国際会議場 1 号館 3F 会議室 131＋132 

〒456-0036 名古屋市熱田区熱田西町 1番 1 号 

 大西 洋 先生 

 佐々木 智成 先生 

 玉置 幸久 先生 

山梨大学 医学部 放射線医学講座 教授・放射線部部長 

九州大学大学院医学研究院 

保健学部門医用量子線科学分野 准教授 

島根大学医学部附属病院 放射線治療科 講師 

切除不能Ⅲ期非小細胞肺癌の治療目標は根治であり、治療法の第一選択は化学放射線療法です。 
昨今、免疫チェックポイント阻害剤が登場し、放射線療法と組み合わせることで患者さんの 
予後改善も期待できます。そのため、化学放射線療法を完遂し、免疫チェックポイント阻害剤に 
結び付けるためには放射線治療計画の工夫が益々重要になってきています。         
本会では、Ⅲ期肺癌に対する照射計画を、日本全国からお集まりになった治療医の先生と共に 
作成、供覧する場としたいと思います。                         
奮ってご参加くださいますよう宜しくお願い申し上げます。 

講演：イミフィンジ登場から 1 年、求められる放射線治療                 
総合司会 兼 演者 大西 洋 

本セミナーでは、放射線治療計画ソフトウェア「Eclipse」を使用します。 

本セミナーは事前申込制です。申込は下記アドレスよりご確認ください。 

http://www.az-hands-on.jp/ 

[お問い合わせ先] 

株式会社コンベンションリンケージ内 ハンズオンセミナー事務局 

Tel: 06-6377-2188 / E-mail: lc_support@c-linkage.co.jp 

共催：日本放射線腫瘍学会第 32 回学術大会／アストラゼネカ株式会社 

協賛：株式会社バリアン メディカル システムズ 

申込期間：9 月 17 日～10 月 21 日 

参加上限数を超過した場合は、学会事務局による抽選を行います。 

抽選の際、同一施設から複数人のご登録がある場合、同一施設の上限は 1 名の参加とさせて頂きます。       
参加当選有無は 10 月末を目安にご連絡させて頂きます。 

http://www.az-hands-on.jp/
mailto:lc_support@c-linkage.co.jp

